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朔太郎記念館 

豆 
 
 
 
 
 

川
柳 

創
駄
郎 

編
集
委
員
の
皆
さ
ん
、
毎
月
ご
苦
労
様
で
す
。 

川
柳
も
三
年
前
編
集
委
員
の
一
員
と
し
て
籍
を
置
き

ま
し
た
。
た
い
し
た
協
力
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

会
報
の
「
編
集
後
記
」
は
必
ず
書
き
、
決
め
ら
れ
た

月
に
提
出
す
る
よ
う
言
わ
れ
、
大
変
苦
労
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
影
響
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
多

少
で
す
が
筆
無
精
が
解
消
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今

で
は
書
き
た
い
と
き
に
書
き
、
原
稿
を
提
出
す
る
こ

と
で
拙
（
つ
た
な
）
い
文
章
で
も
全
国
版
（
菱
の
実

会
だ
よ
り
）
に
載
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
は
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。 

 

さ
て
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
「
大
岡
政
談
」
と
い

う
落
語
を
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。
奈
良
市
内
で
、
老

夫
婦
が
営
む
豆
腐
屋
の
店
先
に
、
早
朝
一
頭
の
鹿
が

死
ん
で
い
ま
し
た
。
さ
あ
大
変
で
す
。
神
の
使
い
と

し
て
知
ら
れ
る
鹿
が
、
店
先
で
死
ん
で
い
る
の
で
す

か
ら
。
捕
え
ら
れ
取
り
調
べ
結
果
は
、
大
岡
越
前
守

忠
相
の
公
平
な
る
大
岡
裁
き
で
無
罪
放
免
と
な
り
、

最
後
に
、
豆
腐
屋
、
こ
れ
か
ら
も
「
ま
め
に
暮
ら
せ

よ
」
。
こ
れ
に
て
一
件
落
着
と
い
う
落
語
で
す
。 

筆
無
精
の
漢
字
は
前
か
ら
知
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す

が
、
反
対
語
の
（
筆
ま
め
）
の
漢
字
は
と
思
い
、
辞

書
で
（
筆
忠
実
→
ふ
で
ま
め
）
と
知
り
ま
し
た
。
（
忠

実
→
ち
ゅ
う
じ
つ
）
→
①
ま
ご
こ
ろ
を
尽
く
し
て
よ

く
努
め
る
こ
と
。
②
実
際
の
通
り
正
確
に
行
う
こ
と
。

（
忠
実
→
ま
め
）
→
①
ま
じ
め
。
誠
実
。
本
気
。
②

労
苦
を
い
と
わ
ず
勤
め
働
く
こ
と
。
「
・
・
に
働
く
」

③
生
活
に
役
立
つ
。
④
身
体
の
丈
夫
な
こ
と
。
達
者
。

息
災
。
「
・
・
で
暮
ら
す
」
。 

（
ち
ゅ
う
じ
つ
）
（
ま
め
）
と
読
ん
だ
と
き
、
だ
い

ぶ
意
味
が
違
う
よ
う
で
す
。
④
の
「
・
・
で
暮
ら
す
」

を
見
た
時
、
大
岡
裁
き
で
（
ま
め
に
暮
ら
せ
よ
）
の

中
に
（
忠
実
→
ま
め
）
も
含
ん
で
落
語
の
落
し
に
な

っ
て
い
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
日
本
語
は
読
み
方
を
変
え
る
と
面
白
い
。
工
夫

（
く
ふ
う
）
が
工
夫
（
こ
う
ふ
）
に
早
変
わ
り
。 

大
家
（
お
お
や
）
→
貸
家
の
持
ち
主
。
家
主
。
（
た
い

か
）
→
大
き
な
家
。
貴
い
家
柄
。
そ
の
道
に
特
に
優
れ

た
人
。
（
た
い
け
）
→
金
持
ち
の
家
。
社
会
的
な
地
位
。

由
緒
あ
る
家
柄
。 

こ
こ
で
日
本
語
に
つ
い
て
話
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
外
国
人
が
日
本
語
を
習
う
と
き
大
変
だ
と
よ
く
聞

き
ま
す
。
漢
字
・
か
な
（
片
仮
名
、
平
仮
名
）
カ
タ
カ

ナ
語
（
外
来
語
）
そ
し
て
ロ
ー
マ
字
等
、
多
岐
に
習
う

こ
と
が
多
い
こ
と
で
す
。
漢
字
は
古
代
中
国
に
発
生
し

た
文
字
。
現
在
中
国
、
日
本
、
朝
鮮
で
使
用
。
紀
元
前

十
数
世
紀
の
殷
（
い
ん
）
の
時
代
に
す
で
に
用
い
ら
れ

た
。
日
本
で
は
一
般
に
「
峠
」
「
榊
」
「
辻
」
の
い
わ

ゆ
る
国
字
を
含
め
て
漢
字
と
称
す
る
。
日
本
へ
は
一
世

紀
ご
ろ
伝
来
。
国
字
→
日
本
で
作
ら
れ
た
漢
字
。
又
訓

読
み
で
音
読
み
が
な
い
の
が
普
通
で
す
。
国
字
を
い
く

つ
か
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
峠
（
と
う
げ
）
、
鞐
（
こ

は
ぜ
）
裃
（
か
み
し
も
）
と
面
白
い
で
す
ね
。
（
橇
、 

 
 
 

艝
、
轌
）
そ
り
と
読
み
ま
す
が
、
橇
（
せ
い
、
さ
い
、

そ
り
）
→
中
国
で
泥
の
上
を
行
く
の
に
用
い
た
乗
り
物
。

現
在
で
は
雪
や
氷
の
上
を
す
べ
ら
せ
て
物
を
運
ぶ
乗
り

物
。
艝
は
な
ん
と
美
し
い
国
字
で
す
ね
。
躾
も
美
し
い

で
す
。
例
外
も
あ
り
ま
す
。
働
（
ど
う
、
は
た
ら
く
）

は
人
が
動
い
て
働
く
の
意
味
を
表
わ
す
。
動
が
伝
来
し

て
人
偏
を
つ
け
て
国
字
に
し
た
。
中
国
で
も
使
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

か
な
（
片
仮
名
、
平
仮
名
）
の
「
片
」
は
一
部
分
の
意
。

阿
（
ア
）
伊
（
イ
）
宇
（
ウ
）
久
（
ク
）
己
（
コ
）
の

よ
う
に
漢
字
の
一
部
を
取
っ
て
作
っ
た
の
が
片
仮
名
で

す
。
平
仮
名
は
漢
字
の
草
書
体
か
ら
作
ら
れ
た
草
（
そ

う
）
の
仮
名
を
さ
ら
に
く
ず
し
て
作
っ
た
文
字
。
安
（
あ
）

以
（
い
）
宇
（
う
）
衣
（
え
）
等
。
片
仮
名
も
平
仮
名

も
平
安
初
期
に
発
生
し
た
日
本
の
仮
名
文
字
で
す
。 

                                                                   

日
本
語
は
「
。
」
と
「
“
」
と
で
は
大
違
い
。
男
（
パ

パ
）
が
女
（
バ
バ
）
に
早
変
わ
り
。
バ
ス
に
乗
る
の
を

パ
ス
し
て
少
し
歩
い
て
み
よ
う
か
。
→
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
。
保
存
食
用
に
か
ん
ぱ
ん
（
乾
パ
ン
）
有
り
と
、
か

ん
ば
ん
（
看
板
）
が
店
に
で
て
い
た
。
熟
語
に
一
字
付

け
た
こ
と
に
よ
っ
て
違
っ
た
読
み
方
に
変
化
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。 

五
月
（
ご
が
つ
）
・
・
・ 

五
月
雨
（
さ
み
だ
れ
）
。
（
五
月
雨
を
あ
つ
め
て
早
し

最
上
川
）
→
奥
の
細
道
よ
り
。
五
月
蠅
（
う
る
さ
い
）
。

（
や
れ
う
つ
な
蠅
が
手
を
す
り
足
を
す
る
）
→
一
茶
の

句
よ
り
。
五
月
晴
（
さ
つ
き
ば
れ
）
大
空
に
元
気
に
泳

ぐ
鯉
の
ぼ
り
五
月
節
句
の
五
月
晴
れ
） 

日
本
語
は
ひ
ら
が
な
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
漢
字
に

す
れ
ば
意
味
が
通
ず
る
。 

「
き
り
は
き
り
を
と
お
し
て 

き
り
を
と
お
さ
ず
」

（
桐
は
錐
を
通
し
て
霧
を
通
さ
ず
）
。
錐
→
穴
を
あ
け

る
工
具
。
桐
は
御
存
知
の
通
り
琴
、
タ
ン
ス
、
家
具
材
、

下
駄
、
箱
な
ど
に
利
用
。
吸
湿
性
も
少
な
い
の
で
、
タ

ン
ス
は
霧
（
湿
気
）
を
通
さ
ず
最
適
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

日
本
語
は
、
い
ろ
い
ろ
大
変
で
す
が
、
面
白
い
で
す
ね
。 

こ
こ
で
な
ぞ
が
け
を
一
つ
。
新
聞
と
か
け
て
お
坊
さ
ん

と
解
く
。
「
今
朝
（
袈
裟
）
き
て
今
日
（
経
）
読
む
」

→
新
聞
の
コ
ラ
ム
欄
よ
り
。 

落
語
も
、
な
ぞ
か
け
も
、
日
本
語
が
生
ん
だ
芸
だ
と
思

い
ま
す
。 

何
だ
、
「
豆
」
だ
け
の
話
し
だ
け
と
思
っ
た
ら
、
ご
た

ご
た
、
い
っ
ぱ
い
枝
が
生
え
て
文
章
が
長
い
ぞ
。 

す
み
ま
せ
ん
。
ど
こ
で
止
め
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
「
豆
」
だ
け
に
、
い
っ
ぱ
い
枝

が
生
え
て
（
モ
ヤ
シ
）
に
な
っ
た
の
だ
。 

 

今
日
も
ま
た 

辞
書
を
ひ
き
ひ
き 

日
が
暮
れ
る
。 


